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はじめに 

 

 災害避難時の高齢者、障がいのある方、乳幼児等に対し、身体状態等により、何らかの

特別な配慮を要することが想定される。 

 

 災害時における要配慮者の避難生活の場所については、在宅、一般の指定避難所、福祉

避難所、緊急入所施設、入院等医療機関が考えられるが、身体状態等の変化に留意し、必

要に応じて在宅や一般の指定避難所から福祉施設へ、また、介護施設への緊急入所・入院

等を図るなど適切に対応する必要がある。 

 

 本マニュアルは、福祉避難所の設置、運営等にあたり、必要なことをまとめたものであ

るが、今後はより実効性のあるマニュアルとなるよう、その都度、見直していく。 

 

 災害発生時はもとより、平常時からの福祉避難所の設置、運営にかかる知識の習得と事

前の備え等に活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●名称 今金町総合福祉施設としべつ 

 住所 瀬棚郡今金町字今金１７番地の２ 

 定員 38 名（感染対策） 

66 名（一般） 

福祉避難所指定状況（2023 年 4 月現在） 
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（1）福祉避難所の指定 

◆福祉避難所対象者の概数を把握し、今金町においては、総合福祉施設としべつが 
福祉避難所として指定される。 

 

   ◆民間施設等を福祉避難所として指定する場合は、町と民間施設等で事前協議の上、 

協定を締結する。 

 

（2）福祉避難所の対象となる者 
  ◆避難所での生活において、要配慮者（高齢者、障がいのある人、妊産婦、乳幼児

等）のうち、指定避難所での生活に支障をきたすため、何らかの特別な配慮を必要

とする者、及びその家族までを対象とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆福祉避難所とは ～ 要配慮者を滞在させることを想定した避難所 

《福祉避難所を指定するにあたり満たすべき基準》 

・要配慮者の特性に応じ、円滑な利用を確保するための措置が講じられていること。 

・災害時、要配慮者が相談し、又は助言その他の支援をうけることができる体制が整 

備されていること。 

・災害時、主として要配慮者を滞在させるために必要な個別スペースが可能な限り確 

保されること。 

 

◆要配慮者とは ～ 高齢者、障がい者、乳幼児等の特に配慮を要し、災害が発生し、 

または災害が発生する恐れのある場合に真に自ら避難することが 

困難な者 

定  義 

第１章 福祉避難所の確保・運営の基本的な考え方 
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（1）福祉避難所の対象となる者の概数・状況等の把握 

◆町は、福祉避難所の指定・整備数を検討する基礎資料として、避難行動要支援者 

名簿や既存の統計資料等により福祉避難所の対象となる者の概数を把握する。 

 

◆把握した概数を対象数として、その人数の避難を可能とすることを目標に、福祉 

避難所の指定・整備を行う。 

 

【把握すべき対象者の例】 

 ・身体に障がいのある方（視覚障がい、聴覚障がい、肢体不自由等） 

 ・知的障がいのある方 

・精神障がいのある方 

・人工呼吸器、酸素供給装置等を使用している在宅の人、医療的ケア児者 

・認知症のある方 

・妊産婦、乳幼児、病弱者、傷病者 

・高齢者（一人暮らし、高齢のみの世帯等）のうち指定避難所で支障のある方 

 

【留意点】 

把握する情報は災害時等避難行動支援計画（個別計画）によるものとする。 

 

  ※資料 3「要配慮者ごとの特性と必要となる配慮の例（Ｐ28～34）」参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 章 平常時における取り組み 

1 福祉避難所の対象となる者・施設の把握 
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（1）福祉避難所の施設整備 

   ◆町は、当該施設が福祉避難所として機能するための下記のような必要な施設整備 

を行うよう努める。 

   ・施設のバリアフリー化（段差の解消、スロープ、手すり、多目的トイレ 等） 

・感染症発生時に対応できる部屋の確保（総合福祉施設としべつ デイルーム） 

  ・情報関連機器（ラジオ、テレビ、電話、防災行政無線、ファクシミリ、パソコン） 

   ・医療依存度の高い要配慮者への電源確保 

   ・冷暖房設備の整備 

 

 《福祉避難所の施設整備（具体例）》 

項目 備考 

建物のバリアフリー化 高齢者、肢体不自由者、視覚障がいのある人の移動を容易にするた

め、段差の解消やスロープの設置、障がい者用トイレの設置など建

物のバリアフリー化を進める。 

洋式トイレ、オストメイト対

応トイレ、手すりの設置 

高齢者や肢体不自由者に対応するために設置する。断水時は洋式ト

イレがない場合は、洋式ポータブルトイレの備蓄を進める。 

入浴場所の設置 衛生状態の確保のため、シャワーが使えるスペースを設置する。 

換気・冷暖房の確保 気温・湿度による不快感・ストレスを軽減することは避難生活にお

いて重要であることから整備を進める。 

放送設備の整備 視覚障がいのある人にも情報が伝わるように、放送設備を整備する。 

電源の確保 医療機器、情報端末の利用、電動車いすや携帯電話の充電のためあ

らかじめ非常用電源を確保しておく。 

水の確保 介護、処置、器具の洗浄等で必要となる清潔な水を確保しておく。 

通信手段の確保 電話、無線、ファクシミリ、パソコン等を確保しておく。 

聴覚・視覚障がいのある人へ

の情報伝達手段の確保 

確実な情報伝達やコミュニケーションのため、テレビ、ラジオ、筆

談用の紙と筆記用具、ホワイトボード等を用意しておく。 

移動手段の確保 指定避難所から福祉避難所への移送、福祉避難所から福祉施設等へ

の緊急入所等に対応するため、適切な移送手段を確保しておく。 

医療等支援スタッフの確保 関係の医療機関と連携を図る等、健康管理や医療相談にあたるスタ

ッフを確保しておく。 

感染症発生時の対策 新型コロナウイルス感染症やインフルエンザ等の感染症患者が発生

した場合に備えて、別室などで他の避難者と距離をおくためスペー

ス等を確保しておく。 

物資の備蓄 食料や生活必需品などの最低限必要な物資に加え、車いす、歩行器、

筆談具、ベッドなどを確保しておく。 

2 福祉避難所の整備 
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（1）福祉避難所の設置・運営にかかる連携強化 

   ◆専門的人材の確保や器材等の調達、緊急入院等に関して、社会福祉施設、医療機 

関等の協力が必要となることから、平時から連携を図っておく。 

 

（2）緊急入所等への対応 

   ◆在宅での生活の継続が困難な要配慮者や指定避難所あるいは福祉避難所での避難 

生活が困難な要配慮者については、緊急入所、緊急ショートステイ等で対応する 

必要があるため緊急入所等が可能な施設を把握する。 

 

   ◆緊急入所等が可能な施設を把握し事前協議を行い要配慮者の緊急入所について協 

定を締結するなどの連携を図る。 

 

   ◆要配慮者の症状の急変等により医療処置や治療が必要になった場合は、医療機関 

に移送し治療する必要があることから、平時から医療機関と連携を図っておく。 

≪緊急入所の手続き等≫ 

 介護保険施設への緊急入所等 障がい者支援施設への緊急入所等 

根拠法 介護保険法 障がい者総合支援法 

手続き ①利用者が町へ介護認定申請する。 

②町の支給決定（通常１ヵ月程度）を待た

ずにサービスを受けることができる。 

③受入先は介護支援専門員（ケアマネジャ

ー）や町が探す。 

 ※ただし、基準を満たさない方がサービ

スを受けた場合は全額自己負担。 

①利用者が町へサービスを申請する。 

②町の支給決定（通常１ヵ月程度）を待た

ずにサービスを受けることができる。 

③受入先は相談支援専門員や町が探す。 

 ※ただし、基準を満たさない方が、サー

ビスを受けた場合は全額自己負担。 

受入可能人員 特別養護老人ホーム・介護老人保健施設・ 

介護療養型医療施設 

各施設の空き状況等による 

障がい者支援施設の空き状況等による 

利用できる 

サービス 

普段利用していないサービスを利用することも可能。 

（例）普段、デイサービスのみ利用で、災害時に緊急ショートステイを利用する。 

利用料の 

自己負担 

平常時と同額 

 ※サービスを利用できる枠を超えた場合は、超えた額について全額自己負担となる。 

利用料の 

減免措置 

厚生労働省から個別に通知があれば、減免される。 

その他 

自己負担 

食費、居住費実費負担 

3 社会福祉施設、医療機関等との連携 
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（1）災害時要配慮者支援班の事前準備 

  ◆人材の確保にあるように要配慮者に対して、生活支援・心のケア・相談等を行う  

専門知識を持つ生活相談員を要配慮者１０人に対して１人確保し災害時要配慮者 

支援班を設置する。また、福祉避難所開設が長期化する場合等は、同建物内の他 

事業所との連携を図る。 

  《人材確保（体制整備）の例》 

    ・同建物内の介護老人保健施設の看護師、介護福祉士等の応援を要請 

    ・同建物内の社会福祉協議会の福祉サービス事業所のスタッフの応援要請 

    ・ボランティアの受入れ等 

 

（2）物資・器材の確保 

 ◆町は、福祉避難所における必要な物資・器材の備蓄を図る。 

   ◆町は、物資・器材の備蓄の他、災害時において必要とする物資・器材を速やかに 

確保できるよう、物資・器材の調達先リストを整備し、災害時に活用できるよう 

にしておく。 

 ※福祉避難所が確保する物資・器材は、資料 1「物資・器材リスト（P25～26）」参照 

 
（3）福祉避難所の運営体制の事前準備 

  ◆福祉避難所については、ある程度の設備、体制の整った福祉施設等を想定してい 

るため、当該施設の体制を基本とすることとし、福祉避難所担当職員の配置、専門 

的人材やボランティアの確保・配置を行うことにより、その体制の充実を図るため 

に、平時から関係機関との連携強化を図るものとする。 

   

 ◆福祉避難のスペースは、指定避難所等の中にも介護や医療等の相談を受けることが

できる空間を確保し、指定避難所の中にも専門知識をもつ生活相談員を設置する。 

≪福祉避難所の機能の段階的・重層的な設定（例）≫ 

 対象となる要配慮者 対象となる施設 

福祉避難所 ・指定避難所やその中に設けた福祉

避難スペースでは避難生活が困難

な要配慮者 

・総合福祉施設としべつ 

・高齢者施設・福祉サービス事業所 

・障がい者支援施設 

地域における福祉避

難所スペース 

・専門性の高いサービスは必要とし

ないものの、一般避難所等では避難

生活に困難が生じるよう配慮者 

・指定避難所（小・中学校、公民館等） 

の中の一画（介護や医療相談等を受け

ることができる空間の確保） 

4 福祉避難所の運営体制の事前整備 
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《総合福祉施設としべつの福祉避難所の担当》 

〇班編成 

 

〇職員配置 

 

【留意点】 

1）上記は福祉避難所開設後７２時間の配置とする 

2）開設が長期化した場合は、交代時間も含め福祉避難所運営本部が再度班編成を行う 

3）長期化した場合の人員不足については災害対策本部へ応援を要請する 

 

 

 

 

 

 

 業務内容 人数 

福祉避難所運営

本部（総務班） 

対策本部との連絡・情報伝達・要望等 

福祉避難所内の協議・会議参集 

受付・台帳作成・移送・日報・スクリーニング等 

３人×２組＝６人 

保健・衛生班 応急対応・感染対策・スクリーニング・衛生に関すること等 ２人×２組＝４人 

施設管理班 区画割・物資の管理運搬・案内（誘導）・掃除等 3 人×２組＝6 人 

要配慮者支援班 避難者の相談や体調管理等 ４人×２組＝８人 

 １班 ２班 

福祉避難所運営本部

（総務班） 

保健福祉課長 

保険・医療グループ主幹 

健康づくりグループ主幹 

保健福祉課長補佐 

地域包括支援グループ主幹 

社会福祉協議会事務局長 

保健・衛生班 
健康づくりグループ（保健師） １名 

健康づくりグループ（栄養士） １名 

健康づくりグループ（保健師）  １名 

地域包括支援グループ（栄養士） １名 

施設管理班 
総務グループ          １名 

保険・医療グループ           １名 

社会福祉協議会職員          １名 

総務グループ          １名 

保険・医療グループ         １名 

社会福祉協議会職員        １名 

要配慮者支援班 
健康づくりグループ（保健師） １名 

地域包括支援グループ         ２名 

社会福祉協議会職員           １名 

健康づくりグループ（保健師）   １名 

地域包括支援グループ        ２名 

社会福祉協議会職員            １名 
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（1）福祉避難所の開設及び要配慮者の受入れ 

   ◆町は指定避難所に避難してきた要配慮者の人数、必要な支援の内容により、指定福 

祉避難所の被害状況を確認し、速やかに福祉避難所を開設するが、受け入れ態勢が 

間に合わないなど、町災害対策本部が必要とした場合、協定を締結している民間の 

福祉避難所を開設するよう協力要請をする。 

※開設期間は原則７日以内とする（災害救助法に基づく一般の指定避難所と同じ） 

 

   ◆一般の指定避難所の要配慮者は、原則指定避難所でスクリーニングを行い、福祉避 

難所へ移送する。 

 

《開設から解消までの流れ》 

時期 項目 福祉避難所の動き 
指定避難所の動き 

（福祉避難スペース） 

発災直後 開設の判断 ●福祉避難所開設の必要性を災害対策本部で検

討・判断 

  指定避難所に避難した要配慮者数、必要な

支援の内容、災害の規模等により、検討・判断

を行う。 

災 害 対 策 本 部

へ 避 難 所 開 設

状況を報告 

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
随
時
実
施 

開設の 

判断後 

（発災直後） 

開設要請 ●災害対策本部より施設管理者に開設を要請 

〇施設管理者は、施設の安全確認を行い開設 

 

開設後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開設 〇福祉避難所を開設 

●指定福祉避難所の開設に時間を要する場合

は、指定避難所に限らず、直ちに対応可能な町

の施設を開設する。 

★物資、器材等の確保 

 ・施設管理班は物資・器材リストにより、物資、

器材等を確保「物資・器材リスト（資料１（P25・

26））」参照。 

 ・必要な物資を町に要請、調達。 

★運営体制づくり 

 ・第２章４-（3）（P7）により各班を配置する。 

福祉避難スペ 

ースの設置 

●物資、器材の

要請・調達 

  

第 3 章 災害時における取組み（開設・運営・閉鎖） 

1 福祉避難所の開設 
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開設後   困難な場合は災害対策本部へ応援要請 

報告 〇災害対策本部への報告  

周知 ●災害対策本部による要配慮者及びその家族、

自主防災組織、地域住民、支援団体等に対し、

開設した福祉避難所の場所等の周知の検討・

判断 

 

要配慮者の

受入れ 

 

 

 

〇要配慮者の受入れ 

 ・障がいの特性等に応じて、要配慮者が家族と 

ともに避難することについても配慮。 

〇福祉避難所に避難した要配慮者の名簿の作成 

 ・必要な支援の内容を把握 

★ 必 要 に 応 じ

て、福祉避難

所等へ移送 

 福祉避難所

の安定化 

〇福祉サービス事業者、保健師、民生委員等と連

携を図り、福祉避難所内で可能な心身機能低下

防止や安定化のための支援を提供。 

 

 福祉避難所

閉鎖に向け

た動き 

●福祉避難所閉鎖を災害対策本部で検討・判断 

○災害対策本部の判断に基づき、必要な原状回

復を行い、福祉避難所を閉鎖 

  早期対処を促す方法として、福祉仮設住宅

等への入居、社会福祉施設等への入所等を積

極的に活用。 

 

 

 

 

 

【留意点】 

1）福祉避難所の対象者は固定的ではないため、対象者をあらかじめ把握していないとき 

には勿論、あらかじめ把握しているときにも、被災直後の混乱期から一定期間を経過 

した後には、避難所に対象者が避難していないか調査する。 

 

2）目の前の被災者をその状況に応じ、災害発生後の限られた移送手段や限定的な福祉避 

難所数の中で、適切な避難所へ誘導するためにある程度の専門性が必要となるが、災 

害発生直後はそのような専門性をもった人的資源を得ることは難しい場合があり、判 

断に迷うことが多いと思われる。特別な知識がなくとも、ある程度スクリーニングが 

できる判断基準も示されており、これらを活用し、災害時の判断基準とすることも考 

慮する。 

 

3）在宅の被災者に対する情報・物資の提供に漏れがないよう「避難行動要支援者名簿」 

の登載者が福祉避難所に避難していることを確認する。 

●主に災害対策本部が実施 〇主に福祉避難所が実施  

★基本、福祉避難所だが状況に応じ災害対策本部と協議・対応 
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（2）福祉避難所の区画整備 

   ◆災害対策本部から福祉避難所の開設要請を受けた場合は、速やかに「区画割 資料

２（P27）」を基本に区画整備をする。 

 

（3）移送手段の確保 
   ◆要配慮者が指定避難所から福祉避難所へ移送、あるいは福祉避難所から指定避難 

所、緊急に入所施設等へ移送する場合は要配慮者の状態に応じ保健福祉課及び社 

会福祉協議会が管理する福祉車両、緊急車両を手配し移送する。 

 

  【留意点】 

自宅から福祉避難所への避難については要配慮者及びその家族が、町内会や自主 

防災組織等による支援を得て避難することとする。指定避難所から福祉避難所へ 

の避難については家族等で移動ができない場合は福祉避難所が移送を行う。 

 

 

【福祉避難所への移送の流れ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

（4）避難者受入時の留意点 
◆大規模災害時においては、福祉避難所に一般の避難者が避難し、福祉避難所へ受け入 

れざるを得ない事態も想定される。その場合は、災害対策本部と連携し、一般の避難 

者に対して一般の指定避難所への移動を呼びかける等の対応が必要となる。 
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 ◆やむを得ず一般の避難者を受け入れる場合は、受け入れ後に指定避難所へ移動し 

てもらう場合がある旨をあらかじめ周知する。 
 

 

（4）スクリーニング 
◆災害発生直後、専門的人材を得ることが難しい場合は、「避難者の状態把握票 

（様式 6（P24））」を参考に各避難所で救出・救護班がスクリーニングを実施する。 

 

◆町は、指定避難所に福祉避難所対象者が避難していないか調査し、必要に応じて 

福祉避難所へ移送する。 

 

 

 

 

 

（1）福祉避難所担当職員の派遣、要配慮者支援班の設置 

◆町は、福祉避難所を開設したときは、当面は２４時間対応が必要な場合も考えら 

れることから、第２章 4-（3）（P7）を基本に福祉避難所担当職員の交代要員を確 

保する。大規模災害発生時には、福祉避難所の職員を確保できない場合があるた 

め、建物内の介護老人保健施設・社会福祉協議会の協力を得て対応を図る。 

 

【留意点】 

   平時から、発災時の役割分担や動きについて、町と介護老人保健施設・社会福 

祉協議会との間で共有しておく必要がある。 

 

（2）福祉避難所の運営体制の整備、活動支援 

◆福祉避難所の運営体制は第２章 4-（3）（P7）の「総合福祉施設としべつの福祉避 

難所の担当」を基本に運営体制を整備し、活動をする。また、第２章 4-（3）（P 

７）の留意点にあるように開設が長期化した場合は、交代時間も含め福祉避難所 

運営本部が再度班編成を行い人員不足が生じる場合は災害対策本部へ応援を要請 

する。 

 

 

 

 

 

2 福祉避難所の運営体制の整備 
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（1）福祉避難所の運営 

 ①避難者名簿の作成・管理 

  ・福祉避難所に避難している「福祉避難所 避難者名簿一覧（様式 1）」及び「福祉避 

難所 避難者名簿（様式２）」を作成する。避難者名簿は、随時更新する。 

  ・福祉避難所担当職員は、毎日、避難者名簿等の整理及び集計を行い「福祉避難所  

避難状況報告書（様式３）」に集計結果を記入して災害対策本部へ報告する。また、 

避難者に退所があった場合、可能な限り退所先を確認して記録する。 

  ・避難者の情報は、公開を望まない避難者を除き、福祉避難所内で閲覧できるように 

するとともに、問い合わせがあった場合には、原則として公表する。 

 

 ②食料・水の供給 

  ・食料・水の配給は、公平性の確保に配慮して行う。また、乳幼児には粉ミルクや離 

乳食、高齢者にはやわらかい食事など、特別な要望については個別に対応する。 

  ・視覚障がいや聴覚障がいなど、情報伝達に配慮する必要がある避難者へは確実に物 

資が配給されるように留意する必要がある。 

  ・食料・飲料水等に不足がある場合は、不足する内容及び数量を取りまとめ「福祉避

難所 食料・飲料水等依頼票（様式４）」に記入し、町災害対策本部へ提出する。依

頼した食料等が搬送された場合は「福祉避難所 食料・飲料水等依頼票（様式４）」

に受領日時を記入し保管場所へ保管する。搬送された食料等については「福祉避難

所 食料・飲料水等受払簿（様式 4-2）」に記入する。 

・食料等の依頼に当たっては、必要な数量を的確に把握し、余剰分が発生しないよう 

注意する。 

 

③物資・器材の確保 

 ・物資の配給は、公平性の確保に配慮して行う。また、特別な配慮については、個別 

に対応する。 

  ・不足物資・器材がある場合は、不足物資・器材の内容及び数量を取りまとめて、「福 

祉避難所 物資・器材依頼票（様式 5）」に記入し、町災害対策本部へ提出する。 

  ・依頼した物資・器材が搬送された場合は、「福祉避難所 物資・器材依頼書（様式 

５）」に受領日を記入し、保管場所へ保管する。搬送された食料等については、「福 

祉避難所 物資・器材受払簿（様式５-2）」に記入する。 

  ・物資等の依頼に当たっては、必要な物資を的確に把握し、余剰分が発生しないよう 

に注意する。 

3 福祉避難所における要配慮者への支援 
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④トイレに関する対応 

  ・トイレ使用についての注意事項を福祉避難所内のトイレに貼りだし、避難者への周 

知の徹底を図る。 

  ・施設内トイレ・仮設トイレなどの清掃、手洗い消毒液の交換など衛生管理は、可能 

な限り毎日行い、避難者の中で手伝える人がいれば協力を依頼する。仮設トイレ等 

のくみ取りは、状況を見て要請する。 

   

【注意事項の例】 

 ・トイレ利用後の手指消毒の徹底について 

 ・仮設トイレを設置した場合は、使用方法について 

 ・断水している場合の洗浄用汲み置き水の使用方法について等 

 

⑤ごみに関する対応 

 ・ごみの集積所を指定し、張り紙などにより避難者へ周知徹底を図る。 

 ・ごみは避難者各自が可燃・不燃ごみなどに分別し、所定の場所へ整然と置くよう指 

示する。 

  ・ごみ集積場は、屋外の直射日光が当たらない場所を選ぶようにする。 

 

⑥防疫に関する対応 

 ・食中毒や風邪などの感染症が流行しないように、避難者等に協力を得て、防疫に務 

める。 

  ・建物内に消毒液を配置し、手指消毒及び手洗いを徹底する。 

  ・風呂・シャワーの利用について周知する。 

  ・生活用水が確保できる場合は、トイレ・手洗い・洗顔・洗髪・洗濯などの生活用水 

を確保する。 

・風邪や下痢など体調を崩している人の有無を把握する。 

・食器は衛生確保の観点から、できるだけ使い捨てとする。 

・インフルエンザ等の感染症に罹患した避難者と他の避難者の居室空間を区分するこ 

と等により蔓延を防止する。 

 

⑦避難施設内の清掃・整理整頓 

  ・福祉避難所内の共有スペースなどの清掃は、避難者の中で手伝える人がいれば協力 

を依頼する。 
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⑧避難者の問合せや呼び出し 

・外部から問い合わせがあった場合は、避難者名簿と照合する。 

  ・呼出しは放送及び掲示により伝え、折り返し避難者の方から連絡をとる方法を原則 

とし、受信状態のままで呼出しをしないようにする。 

 

⑨生活情報の提供 

・福祉避難所職員は、様々な情報について災害対策本部からの情報、テレビ、ラジ 

オ、インターネット等で情報収集を行い掲示板やスピーカーマイクなど多様な手段 

で情報提供する。 

 

【必要とする情報の例】 

 ・被害・安否の情報 

 ・医療・救護の情報 

・地震（余震）・天候の情報 

・生活物資の供給に関する情報 

・ライフライン及び交通機関の復旧の情報 

・生活再建の情報 

・長期受け入れ施設（公住・仮設住宅）に関する情報等 

 

（2）福祉避難所における支援の提供 
  ◆町は、福祉サービス事業者、保健師、民生委員等と連携を図り、福祉避難所に避難 

ている要配慮者に対して福祉避難所内で可能な心身機能低下防止や安定化のための 

支援を提供する。 

 

  ◆災害により身体的精神的負担を受け、症状・状態が悪化する可能性もあることか 

ら、要配慮者の状態に十分に注意し支援関係者間で情報共有し必要に応じて、保健 

師等による巡回健康相談を行う。 

 

  ◆福祉避難所において、要配慮者のニーズを把握し、可能な限り適切に対応できるよ 

う手話通訳者等の人材確保や福祉用具等の確保を図る。 

 

  ◆福祉避難所の避難者は、災害前は自宅で暮らしていたことが前提となる。福祉サー 

ビスの提供にあたっては、避難者が被災前に有していた自立する能力を損なわない 

ような形で支援を行う。 
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（3）緊急入所等の実施 

  ◆町は、在宅での生活の継続が困難な要配慮者や一般の避難所あるいは福祉避難所で 

の避難生活が困難な要配慮者について、緊急入所、緊急ショートステイ等により適 

切に対応する。 

 

  ◆要配慮者の症状の急変等により医療処置や治療が必要になった場合は、医療機関に 

移送する。 

 

 

 

 

 

（1）福祉避難所の閉鎖 

  ◆避難者が退所及び退所先が決定するなど、福祉避難所としての目的を達成した時 

は、災害対策本部は福祉避難所の閉鎖を決定する。 

   

◆福祉避難所の閉鎖についての理解と協力を求めるため、避難している要配慮者及び 

その家族に十分に説明する。 

 

  ◆福祉避難所を閉鎖する際は、必要な原状回復を行い閉鎖する。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 福祉避難所の閉鎖 
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No.

自治会

町内会
氏　名 性別 生年月日 年齢 電話番号 入所日 退所日 備　考

1 男・女
大・昭・平・令

　年　 　月　　 日

2 男・女
大・昭・平・令

　年　 　月　　 日

3 男・女
大・昭・平・令

　年　 　月　　 日

4 男・女
大・昭・平・令

　年　 　月　　 日

5 男・女
大・昭・平・令

　年　 　月　　 日

6 男・女
大・昭・平・令

　年　 　月　　 日

7 男・女
大・昭・平・令

　年　 　月　　 日

8 男・女
大・昭・平・令

　年　 　月　　 日

9 男・女
大・昭・平・令

　年　 　月　　 日

10 男・女
大・昭・平・令

　年　 　月　　 日

11 男・女
大・昭・平・令

　年　 　月　　 日

12 男・女
大・昭・平・令

　年　 　月　　 日

13 男・女
大・昭・平・令

　年　 　月　　 日

14 男・女
大・昭・平・令

　年　 　月　　 日

15 男・女
大・昭・平・令

　年　 　月　　 日

様式１

            福祉避難所　福祉避難者名簿一覧
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【入所年月日】 令和　　　　年　　　　月　　　　日（　　　）

氏名 性別

生年月日 年齢

住所

電話番号

続柄

氏名 電話

住所

氏名 電話

住所

退所

年月日

転出先

住所

転出先

電話番号

備　考

令和　　　　年　　　　月　　　　日（　　　）

特別な配慮を必要とする場合、記入（人工透析、酸素、車いす、ストーマ　等）

家屋の

状況

　全壊　　半壊　　準半壊　　一部損壊　　断水　　停電　　電話不通

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

他から問い合わせがあった場合、氏名及び住所などを公表してもよいですか？

はい　　・　　いいえ

親族等の

連絡先

家族

氏名 備考

福祉避難所　避難者名簿

　　　　　　　　　　（町内会・自治会）

男・女

様式２

歳大・昭・平・令　　 年　　　月　　　日
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様式３

世帯数

人数

　断水　　・　停電　・　電話不通

　通行可　・　片側通行可　・　通行不可

対応すべき、予見される事項（水及び食料の過不足、物資の不足、感染症などの発生

状況、避難所の生活環境、避難者の雰囲気など）

差引（A-B)

世帯

人

避難者

施設状況

土砂崩れ

ライフライン

道路状況

　未確認　・　あり　・　なし　・　警戒要

世帯

人

現在数（A) 前日数（B）

世帯

人

福祉避難所　避難状況報告書

【報告日時】

令和　　　　年　　　　月　　　　日（　　　）　午前・午後　　　 時　　　 分
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食料

飲料水

食　料

飲料水

【依頼日時】令和　　年　　月　　日（　　　）　午前・午後　　 時　　 分

特記事項

手配日時

食料
　　月　　日（　　）午前・午後　 　時　　 分（　　食）

　　月　　日（　　）午前・午後　 　時　　 分（　　食）

飲料水
　　月　　日（　　）午前・午後　 　時　　 分（　　食）

　　月　　日（　　）午前・午後　 　時　　 分（　　食）

※災害対策本部使用欄

【受信日時】

受信者氏名

手配内容

※うち、柔らかい食料（　　　　）食

発信者氏名

人分 食

人分 ㍑

令和　　　　年　　　　月　　　　日（　　　）　午前・午後　　　 時　　　 分

様式４

福祉避難所　食料・飲料水等依頼票

　　月　　日（　　　）午前・午後　 　時　　 分（　　　㍑）

　特記事項

（食料・飲料

　の 内訳等）

食料

飲料水

受領日時

　　月　　日（　　　）午前・午後　 　時　　 分（　　　食）

　　月　　日（　　　）午前・午後　 　時　　 分（　　　食）

　　月　　日（　　　）午前・午後　 　時　　 分（　　　㍑）

依頼内容
人分

人分 ㍑

食
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月日 品　名 数量 月日 品　名 数量

様式4-2

福祉避難所　食料・飲料水等受払簿

受け入れ 払い出し
在庫数
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数量

数量手配物資等　品名

　　月　　日（　　　）午前・午後　 　時　　 分

　　月　　日（　　　）午前・午後　 　時　　 分

　　月　　日（　　　）午前・午後　 　時　　 分

　　月　　日（　　　）午前・午後　 　時　　 分

特記事項

受　領　日　時

　　月　　日（　　）午前・午後　 　時　　 分

　　月　　日（　　）午前・午後　 　時　　 分

　　月　　日（　　　）午前・午後　 　時　　 分

令和　　　　年　　　　月　　　　日（　　　）　午前・午後　　　 時　　　 分

受信者氏名

手　配　日　時

　　月　　日（　　）午前・午後　 　時　　 分

　　月　　日（　　）午前・午後　 　時　　 分

　特記事項

※災害対策本部使用欄

【受信日時】

　　月　　日（　　）午前・午後　 　時　　 分

様式５

福祉避難所　物資・器材等依頼票

【依頼日時】

令和　　　　年　　　　月　　　　日（　　　）　午前・午後　　　 時　　　 分

発信者氏名

依頼物資等　品名
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月日 品　名 数量 月日 品　名 数量

様式5-2

福祉避難所　物資・器材受払簿

受け入れ 払い出し
在庫数
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氏名 生年月日

自治会

町内会
電話番号

記入日時

所属 記入者

区分
該当項目が

あった場合〇

自立

※災害時は状況に応じ柔軟かつ個別に判断すること

　令和　　　年　　　月　　　日　　午前・午後　　 　時　 　　分

移送先チェック項目（該当項目にチェック）

様式６

避難者の状態把握票（スクリーニング）
大・昭・平・令　　　年

　　月　　　日（　　　歳）

□　今すぐ治療が必要（大けが等）

□　発熱、下痢、嘔吐がある

□　食事、排泄に全介助が必要で指定

　　避難所では対応が困難

□　認知症等の精神疾患があり指定

　　避難所では対応が困難

□　その他　指定避難所では対応が困難

　　な理由があり（　　　　　　　　）

□歩行可能、健康、介助が不要、家族の介助が

ある

□　食事、排泄に一部介助が必要だが、

　　福祉避難スペースで対応が可能

□　３歳以下の乳幼児とその親

□　その他　指定避難所の一般スペース

　　では対応が困難な理由があり

　　（　　　　　　　　　　　　　　）

一般スペース

例：体育館等

保健福祉課・社協・災害救出救護

班・その他（　　　　　　　　）

日常生活

に一部介

助や見守

りが必要

医療機関搬送

医療機関に搬送するまでは指定避

難所の待機所へ

例：保健室、教室や個室等

福祉避難所（としべつ）へ移送

福祉避難所に移送するまでは指定

避難所の福祉避難スペースに待機

例：教室、個室等

福祉避難スペース

指定避難所内に要配慮者が避難で

きるスペースを設置し、様子観察

等を行う

例：教室や個室等

医療機関

での対応

が必要

日常生活に

全介助が必

要または何

らかの理由

で指定避難

所での避難

生活が難し

くて対応が

必要

□　人工透析・人工呼吸器・車いす・

　　ストーマ（尿・便）を使用

□　認知症等の精神疾患、発達、知的

　　障がいがあるが、福祉避難スペース

　　で対応が可能

該当項目なし

該当項目なし

該当項目なし
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福祉避難所（としべつ）必要物品 資料１

物　　品　　名 数　量 保　管　先

居住スペース用品関係

災害時避難用ベッド 40台 防災備蓄庫

パック毛布 80枚 防災備蓄庫

災害用敷マット 80枚 総合体育館

布団一式（掛け・敷） 20セット としべつ（社協）

折り畳みベット 5セット としべつ（社協）

テレビ ２台 としべつ

ラジオ 1台 としべつ

防災行政無線機（事務所1台、保健センター1台） 2台 としべつ

電源タップ 20個 としべつ

電源コードリール 4個 としべつ

屋内型避難所用テント 38張 防災備蓄庫

LEDランタン 6個 としべつ

枕 38個 としべつ

耳栓 10組 としべつ

食料関係

高齢者用保存食 3日分 総合体育館

乳幼児用保存食 3日分 としべつ

乳幼児用ミルク 3日分 としべつ

使い捨て哺乳瓶 3日分 としべつ

備蓄用保存食 3日分 総合体育館

備蓄用保存飲料水 3日分 総合体育館

割りばし 3日分 としべつ

使い捨てスプーン 3日分 としべつ

使い捨て紙皿 3日分 としべつ
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物　　品　　名 数　量 保　管　先

衛生用品関係

ダンボールゴミ箱（12枚入り） 1セット 総合体育館

蓋付きバケツ 5個 としべつ

トイレットペーパー（60ロール入り） 1箱 防災備蓄庫

ゴミ袋（大・中・小） 3日分 としべつ

ポリ袋（中・小） 3日分 としべつ

不織布マスク 3日分 としべつ

手指消毒液 3日分 としべつ

消毒液 3日分 としべつ

ペーパータオル 3日分 としべつ

バスタオル 40枚 としべつ

タオル 40枚 としべつ

紙コップ 200個 としべつ

歯ブラシセット 120個 としべつ

液体ハミガキ（断水時） 5本 としべつ

義歯洗浄剤 5箱 としべつ

義歯ケース 20個 としべつ

ガーグルベース 5個 としべつ

幼児用歯ブラシ 5本 としべつ

大人用オムツ 3日分 介護老人保健施設

乳幼児用オムツ 3日分 としべつ

おしり拭き 3日分 としべつ

生理用品 50個 としべつ

断水時用トイレ（ラップオン） 2台 防災備蓄庫

ウェットティッシュ 3日分 としべつ

体温計 5台 としべつ

防護服セット 100着 としべつ

感染用ゴミ箱 1箱 としべつ

ボディソープ、シャンプー、リンス 常備 としべつ

介護用品関係

車椅子 9台 としべつ（社協管理）

歩行器 10台 としべつ（社協管理）

歩行介助杖 6本 としべつ（社協管理）

介護用ポータブルトイレ 2台 包括支援センター
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区画割 資料２ 
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「要配慮者ごとに特性と必要となる配慮の例」                資料 3 

要配慮者 必要な配慮（例） 

高齢者 【特性の例】 

・夜間にトイレへ行くことで、周囲の避難者へ迷惑がかかるのではないかと気兼ねを

して水分摂取せず、脱水症状となる場合がある。 

・避難生活で活動力が低下し、身体機能低下や生活不活発病を発症する場合がある。 

 

【配慮の例】 

・本人の意向を確認の上、出入口やトイレに近い場所を確保し、移動が少なくて済む

ようにする。 

・オムツをしている人のために、交換場所を別に設ける。 

・寝たきりで運動不足にならないように、散歩等の運動を励行する。 

・脱水症状の兆候（落ちくぼんだ目、口や皮膚の乾燥、ぼんやりしているなど）がない

か、気を配る。 

・衣服の着替えや入浴状況を確認し、衛生状態に気を付ける。 

・自立した生活を保つため、できる限り、身の回りのことは自分で行うように促す。 

・段差を解消し、廊下・階段の照明を確保するとともに、床面がすべりやすい場合はマ

ットやシートを敷くなど、移動時の転倒防止に努める。 

・眼鏡や補聴器を付けているか確認し、大きな声ではっきりと話すようにする。併せ

て、聞き取れて理解できたかを確認する。 

 

〇特に注意する点 

 次のような症状が発生しやすいため、特に注意が必要。 

・高温期の熱中症 

・水分摂取を控えることによる脱水症状 

・運動不足による手足のむくみや、同じ姿勢で長期間いることによる深部静脈血栓症

／肺塞栓症（エコノミー症候群）の発症 

視覚障がい 

のある方 

【特性の例】 

・全盲、弱視、色覚異常などがあり、その障がいの状況が多様である。 

・生活環境の変化で、日常的な行動でも困難になることがあるため、単独では慣れな 

い避難所生活が困難な場合がある。 

 

【配慮の例】 

・本人の意向を確認の上、出入口やトイレに近い場所を確保し、移動が少なくて済む

ようにする。 

・できる限り、壁など触れるものに接している場所を確保し、通路に歩行の妨げにな

るものがないか注意する。 

・話しかけるときは、正面から話しかけ、まず名乗る。 
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・必要な情報は、必ず読み上げて伝達する。その際、指示語（あれ・あちら）を使わ

ず、わかりやすい具体的な表現をする。 

・トイレ、水道、配給場所など、避難所の中を必ず案内し、むやみに多くの色を使用し

ないようにする。 

 ※区別のつきやすい色 

  紺と黄色、黒とピンク、緑と白、青と白、緑と黒など 

 ※区別のつきにくい色 

  赤と緑、オレンジと黄緑、白と黄色、水色と緑など 

・点字や拡大文字、触手話、指文字、手のひら書きなど、一つないし複数の組み合わせ

でコミュニケーションを図る。 

・盲導犬を伴っている人に対して、直接盲導犬を引いたり触ったりしないようにする。 

・白杖等の補装具や日常生活用具の破損・紛失に応じて、修理・支給するように努め

る。 

 

〇特に注意する点 

 慣れない環境では、一人では日常的な行動でさえ困難になる。家族や支援者、ボラ 

ンティア等がそばについているか定期的に確認を行い、一人にしないようにする。 

聴覚・言語障

がいのある方 

【特性の例】 

・音声による情報伝達が困難である。 

・聴力損失の時期や程度等により、主たるコミュニケーション手段が多様である。 

 

【配慮の例】 

・本人に、大きな声で話せば良いか、手話、筆談のどちらが必要か、コミュニケーショ

ン方法を確認する。 

・音声による連絡事項は、必ず掲示板やホワイトボードを用いて文字でも掲示する。

その際、漢字にはふりがなをふるように配慮する。 

・手話、要約筆記、文字、絵図等も活用して情報を伝達する。 

・手話通訳者、要約筆記者の配置に努める。 

・手話通訳などの支援が必要な人同士はできるだけ近くに集まってもらい、情報が円

滑に行き渡るようにする。 

・文字放送対応機器等を活用し、報道機関からの情報が得られるように配慮する。 

・補聴器等の補装具や日常生活用具の破損・紛失に応じて、修理・支給するように努め

る。 

・知人等への連絡のため、ＦＡＸの利用について配慮する。 

・停電時の暗闇の中では、手話、筆談ができないので、手の届く範囲に懐中電灯など確

保する。 

 

〇特に注意する点 

 見た目が健常者と変わらないため、困っていることを周囲の者が理解できないこと 

がある。「会話カード」を準備し携帯してもらうようにしておく。 
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視覚・聴覚障

がいのある方 

（盲ろう者） 

【配慮の例】 

・盲ろう者には、全盲ろう者、全盲難聴、弱視ろう、弱視難聴など、見え方や聞こえ方

の程度によって、情報の取得やコミュニケーションの方法が異なるので、情報伝達

方法に配慮が必要である。 

・触手話（手話の形をお互いの手を点字タイプライターに見立てて直接たたくもの）、

手書き文字（盲ろう者の手のひらに文字を書いて伝えるもの）などにより情報を伝

える。 

・前述の視覚・聴覚障がいのある人に必要な配慮（例）を参考にすること。 

肢体不自由 

のある方 

【特性の例】 

・車いすや歩行器などの補装具や歩行支援用具がない場合、自力での移動が困難な方

が多い。 

・自力での衣服の着脱、食事、排泄等が困難な場合がある。 

 

【配慮の例】 

・車いす対応が可能なトイレを準備し、本人の意向を確認の上、出入口やトイレに近

い場所を確保し、移動が少なくて済むようにする。 

・立ち上がりや車いすからの乗り降りを容易にするため、ベッドを準備する。 

・通路に障害物がないか気をつけ車いすや松葉杖利用者が通るスペースを確保する。 

・簡易スロープなどで、施設内の段差を解消し、移動しやすい環境を整備する。 

・車いす等の補装具や日常生活用具は、破損・紛失の状況に応じて修理し・支給するよ

う努める。 

・家族による介助の有無などを把握し、どのような生活支援が必要か把握する。 

内部障がい 

のある方 

【特性の例】 

・外見からは障がいがあることがわからず、不便さを抱えていることが多い。 

・生活する上で医療的なケアや特殊な資器材（オストメイト（人工肛門、人工膀胱造設

者）用のストーマ用装具等）が必要である。 

 

【配慮の例】 

・外見からは分かりにくい不便さを抱えているので、声かけを行い症状の把握に努め

る。 

・床からの冷え防止のため、ベッドを準備する。 

・常時使用する医療器具や医薬品を調達する。 

・医療器材の消毒・交換等のための清潔なスペースを確保する。 

・常用薬を服用しているか確認する。 

・食事の栄養管理が必要な場合は、栄養管理が継続できているか確認する。 

・家族と離ればなれになった場合に備えて、処方薬と栄養管理の内容が書かれたメモ

を持たせる。 

・医療機関と連携した巡回診療の実施や、通院のための移動手段の確保に努める。 

・オストメイト（人工肛門、人工膀胱造設者）用のストーマ用装具が必要な場合は、調
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達し支給する。 

・心臓ペースメーカーを埋め込んでいる場合は、電磁波等の影響を受けないように携

帯電話の利用を控える。 

 

〇特に注意する点 

 福祉避難所では対応が困難な疾患や、病状が悪化するおそれのある疾患がある。 

・人工透析を必要とする慢性腎不全、インスリンを必要とする糖尿病等の方は、治療

の継続が必須なので、早期に医療機関と連携して、受診や入院が可能となるように

する。 

・高血圧、喘息、てんかん、統合失調症等の慢性疾患は、治療の中断で悪化する恐れが

あるので、早期に医療機関と連携して、受診や入院が可能となるようにする。 

・人工呼吸器を装着している方は、電源を確保できないと生命に直結するため、医療

機器の作動を確認し、早期に医療機関をはじめとする関係機関や医療機器販売業者

と連携し、受診や入院が可能となるようにする。 

知的障がい 

のある方 

【特性の例】 

・環境の変化に対応できず、落ち着きがなくなったりパニックを起こす場合がある。 

・コミュニケーションが困難な場合があり困っていることを伝えられない場合もある。 

 

【配慮の例】 

・環境変化を理解できずに気持ちが混乱し、状況に合わせた行動ができない場合があ 

るので、精神的に不安定ならないように、穏やかな口調で話しかけ、気持ちを落ち 

着かせる。 

・成人には子ども扱いせず、相手の年齢に応じた言葉を使って話す。 

・具体的に短い言葉で、わかりやすく情報を伝える。 

・絵、図、文字などを組み合わせて、理解しやすい方法で情報を伝える。 

・原則として、本人に要件や意思を確認する。 

・治療・投薬は欠かせない人がいるので、障がいの状況に応じた支援を行う。 

・家族と離ればなれになった場合に備えて、連絡先等を書いた身分証を持たせる。 

・トイレ、食事、入浴の情報等が理解できているか確認する。 

・順番を守るということが理解できないことがあるので、物資は個別に支給する。 

・案内板等の漢字には、ふりがなをふるようにする。 

発達障がい 

のある方 

【特性の例】 

・遠回しな言い方や曖昧な表現は理解しにくい場合がある。 

・継続的な服薬や医療的ケアが必要な場合が多い。 

 

【配慮の例】 

・遠回しな言い方や曖昧な表現は理解しにくい場合があるので、簡潔な表現で、ゆっ

くりとやさしく話しかける。 

・絵や写真を使って視覚的に伝える。 
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・相手の伝えたいことを、ゆっくりと根気よく聞く。 

・大勢の方がいる場所は本人が混乱する場合があるので、間仕切り等で居場所を確保

する。 

・感覚刺激に鈍感な場合があるので、けがの有無など、健康状態の確認を怠らないよ

うにする。 

・見通しの立たないことに強い不安を示す場合があるため、当面の日課の提案や、空

いた時間を過ごす活動の提示を行う。 

・順番を守るということが理解できない場合があるので、物資は個別に配給する。 

精神障がい 

のある方 

【特性の例】 

・精神的な動揺が激しくなる場合や必要な訴えや相談ができなくなる場合がある。 

・継続的な服薬や医療的なケアが必要な場合が多い。 

 

【配慮の例】 

・不安を感じさせないよう、穏やかな口調でゆっくりと話しかける。 

・相手の伝えたいことを、ゆっくりと根気よく聞く。 

・具体的にわかりやすい表現で情報を伝えるようにする。 

・人に見られることを意識して被害的に受け止めることがあるため、間仕切りスペー

スを用意するなどの配慮が必要である。 

・薬を正しく服用しているか注意するとともに、何らかの症状が出た場合は、速やか

に医師に相談する。 

・家族と離ればなれになった場合に備えて、連絡先等を書いた身分証を持たせる。 

・医療機関の協力を得て、巡回診療について配慮するように努める。 

認知症 

のある方 

【特性の例】 

・自分で判断し行動することや、自分の状況を説明することが困難なことが多い。 

・単独での避難生活が難しく、徘徊して思わぬ場所で無用のケガ等を負う恐れがある。 

 

【配慮の例】 

・環境の変化があると不安になり、混乱が強まるため、今の状況をわかりやすく説明

する。その際、一度にたくさんのことを言わずに、短い言葉で、一つ一つゆっくりと

伝える。 

・身体の変調を言葉でうまく表現できなかったり、自分の健康管理に関する認識が低

くなったりするため、常に健康状態を把握するように努める。 

・食事や水分の摂取量は足りているか確認する。渡すだけでは口にしない場合もある

ので、声掛けをする。 

・徘徊の症状が出る場合に備えて、名前や連絡先を書いたものを名札として付けても

らったり、首にかけてもらったりする。 

・周囲の人が交代で見守りをするなどして、家族や介護者の負担を減らす。 

〇特に注意する点 

 急激な環境の変化により、認知症の症状が変化することもあるため、声かけや見守
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りを行い、気持ちを落ち着かせる。 

乳幼児 【特性の例】 

・免疫力が弱く体力もないため、風邪などの感染症にかかりやすく脱水症状を起こし

やすい。 

・泣き声が周囲の避難者の迷惑になると気兼ねをするなど、乳幼児の親にとっても大

きなストレスとなる。 

 

【配慮の例】 

・乳幼児の泣き声が気にならないような部屋・場所を確保し、両親や家族の心理的ス

トレスを軽減する。 

・話しかけやスキンシップで精神的安定を図る。 

・粉ミルク用の湯、哺乳瓶の衛生管理を徹底する。 

・哺乳瓶の煮沸消毒や薬液消毒ができない場合は、使い捨ての紙コップを使って少し

ずつ時間をかけて飲ませる。 

・粉ミルク用にペットボトルの水を使用する場合は、硬水（ミネラル分が多く含まれ

る水）は避けるようにする。 

・もく浴の手立てを確保し、清潔な状態を維持する。 

・オムツの交換スペースを確保する。 

・不安な気持ちを解消させるため、おもちゃの用意や遊び場を設けるようにする。 

 

〇特に注意する点 

・心身の健康状態を常にチェックし、次のような症状が続く場合は、医療機関等に相

談する。 

《乳児》 

 ・発熱、下痢、食欲低下、哺乳力の低下など。 

 ・夜泣き、寝つきが悪い、音に敏感になる、表情が乏しくなるなど。 

  

《幼児》 

 ・赤ちゃん返り、食欲低下、落ち着きがない、無気力、爪かみ、夜尿、自傷行為、 

頻繁に泣くなど。 

妊産婦 【特性の例】 

・胎児の成長に影響を及ぼすため、栄養バランス、適度な運動や体重管理などの配慮 

と健康管理が必要である。 

・出産後ホルモンバランスが著しく低下するため、精神的に不安定となりやすい。 

 

【配慮の例】 

・状態の急変に備え、車などの移動手段を確保する。 

・床からの冷え込み防止のため、ベッドを準備する。 

・居室の温度調整（冷え防止）ができるよう努める。 



35 

 

・更衣室、授乳室を確保する。 

・弁当やインスタント食品だけではタンパク質やビタミン不足となるため、食事の栄 

養バランスに配慮する。 

・運営スタッフに女性を配置し、カウンセリングや健康相談を実施して不安軽減に努 

める。 

〇特に注意する点 

 次のような症状や不安なことがある場合は、医療機関等に相談し、必要な場合は 

専門医療機関に搬送する等対応する。 

《妊婦》 

・お腹の張り・腹痛、膣からの出血、胎動の減少、浮腫（むくみ）、頭痛、目がチカ 

チカするなど。 

 ・胎児の健康状態、妊婦健診や出産場所の確保に関する不安がある場合。 

  

《産婦》 

・発熱、悪露の急な増加、傷（帝王切開、会陰切開）の痛み、乳房の腫れ・痛み、 

母乳分泌量の減少など。 

 ・気が滅入る、イライラする、疲れやすい、不安や悲しさに襲われる、不眠、食欲 

がないなど。 

外国人 【特性の例】 

・多言語による情報提供や外国語の理解できる支援者を確保する。 

・宗教、風俗、習慣等への可能な限りの配慮に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


